
 

 

 

 

 

 

 

 

やはぎようちえんのえんていには、カエルがいっぱいいます。しょくいんしつでかえるの

なきごえをききながら、こんなおはなしをつくってみました。        

カエルのきりなしばなし      

さとう のりこ 

 むかし、あるやまのなかに、みわたすかぎりのたんぼがあった。 

やまのうえからしたにめがけてかいだんのように、たんぼがだんだんとなってひろが

っていた。だれがおしえたかしらないが、そのだんだんは、１０００だんもあったそう

な。 

 はるがくると、たんぼにカエルがたくさんでてくる。 

いちばんうえのたんぼには、１０００びきものカエルがあつまり、いちばんしたのたん

ぼにも１０００びきのカエルがあつまった。 

 うえのたんぼにあつまったカエルはみんな、いちばんしたのたんぼまでとんでみたく

なった。 

カエルたちは、「いっぴきずつとんでいくことにしよう。」といって、みんなで「いこ

か。いこか。いこか。いこか。」とないた。したのほうにいるカエルは「くるならこーい。

くるならこーい。」となきかえした。 

 そこで、いちばんはじめのカエルが、ぴょ～ん、ぴょ～ん、・・・・と。いちだんずつ

したにおりていった。 

するとすぐに、またうえのたんぼから「いこか。いこか。いこか。いこか。」したのた

んぼから「くるならこーい。くるならこーい。」そこでつぎのカエルがいっぴき、ぴょ～

ん、ぴょ～ん、ぴょ～ん・・・・。 

「もうだいぶとんだかな。」わかいカエルが、となりのとしよりカエルにたずねた。 

「まーだまだ。カエルは、１０００びきもおるし、たんぼは１０００だんもあるし、ま

だまだ さきはながいでー。」としよりカエルは、のーんびりとこたえた。 

 そうするあいだにも、かえるはとびつづける。 

「いこか。いこか。いこか。いこか。」「くるならこーい。くるならこーい。」ぴょ～ん、

ぴょ～ん、ぴょ～ん・・・・。 

「いこか。いこか。いこか。いこか。」「くるならこーい。くるならこーい。」ぴょ～ん、

ぴょ～ん、ぴょ～ん、・・・・。 

「いこか。いこか。いこか。いこか。」「くるならこーい。くるならこーい。」ぴょ～ん、

ぴょ～ん、ぴょ～ん・・・・。 

いつまでたってもきりがないこと。 

これがきりなしばなし。 

お し ま い。 


